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「身内ゆえ」 
 

 
 
「柔道の主将を３年間勤めながら当時最難関の東大の法科に難なく現役で入った位だから
頭は超絶イイ。 
その時代、会社で上まで上り詰めたいなら総務部の長と言われた総務部。その総務畑で出世
する条件の最右翼だったのが法科。処がその総務部の意地悪な上司が出来のいい親父に今
後抜かれる事を恐れ、その芽を摘み取るべく、此処へ飛ばせば失敗するだろうという、法科
出身の親父には全く畑違いの製品事業部の長として飛ばされた。しかし豈図らんや、飛ばさ
れた先の万年赤字事業部を超短期間で一気に大幅黒字事業部に転換させ、その功績が認め
られてエクセレントカンパニーの役員になった事から見ても手腕の方も並大抵ではなかっ
たんだと思う。 
処がそんな人間にありがちな自分本位な身勝手さはなく、外地で敗戦を迎え、捕虜になった
時も部下が全員復員するのを見届けるまで現地に残った。自分が復員したのは終戦から二
年後だ。そうまでして復員させた部下が、帰国後勤めた会社の上司にいじめられて自殺した
折「あの弾の下を命辛々生き残って来た奴を、平時にしかも国内で死に追いやるような真似
を止める事が出来なかった」といつまでも悔しがるような男気も持ち合わせていた。 
そういうのが身内に居てその身近な人間から「お前はバカか？」と何度も謂われ、其れに負
けまいと論理を入念に組立て、舌鋒鋭く迫ったが「それは机上の空論だ。口先だけの世界の
話だ。お前の言っている事には重みが丸でない。ペラッペラの、ペラだ!!」と言われた時の
ショックと悔しさ。身近な身内の分だけ超絶響いた。 
ゼッタイ超えてやる。同じ道じゃ、かないっこないから、全然違う道を歩んで、そっちの方
で超えて、馬鹿じゃなかったことを証明して見せてやる。 



そう思った。兎に角どんな方法でもいいから一矢報いて、ギャフンと言わせたかった」 
「今迄知らなかったけどオヤジって結構リベンジの人なのね。「人に歴史あり。思いがけぬ
側面あり」っていうキャプションね。 
それで「ない中身」の重みづけと爺ちゃんフィールドとは絶対にバッティングしそうにない
方面進撃を兼ねて、あろう事か世間様から見たら飛んでもハップンな方面に食指を動かし
て来た「今でこそ明かす感動の秘話」だったのかぁ」 
「序だから「今でこそ明かす秘話」をクッチャベルと、うつ病からの帰還が長引いた真の原
因は「親父越え」のリベンジが果たせないのに、まだそれを納得せずに「何とか別の方法は
無いものか？」とあがいたからだったのよ。 
オヤジと全く別のフィールドを歩くと言いながら図らずもエクセレントカンパニーに入り、
あまつさえ出世してしまったもんだから、気付かぬうちに親父と同じ線上の道を歩き始め
ていた。追いつき追い越せるかと思いきや、はるか後方に弾き返された。親父どころか人並
にすらなれない現実を思い知らされた。 
それで、今度は虫よくも、当初祈願の全く別のフィールドでの親父越えを探し始めた訳よ。
でも、そんなのありっこないし、そんな付け焼刃な事で打ち返しが出来る筈もない。 
その悶々が堂々巡りを繰り返させ、轍がどんどん深まってもがけば、もがくほど深みに嵌っ
てうつ病の恢復がどんどん遅れていった。 
土俵を変えると言いながら何時しか同じ土俵の上に載ってしまい、殺生与奪の権が自分の
側になくなっていたんだ。親父と同じ線上でも、其れから土俵を外そうとした、飛んでもハ
ップンな道でも、元が親父への対抗心なら、同じく自分由来のものではなかったんだ。見掛
けこそ違うが、元は一緒でしかなかったんだ。いずれ自分の主が自分ではなくなっていたん
だから、ちょっとのことでガタガタ、オタオタして落ちかず、苦しかった筈だワ」 
「で、どうしたの？どうしてそこから抜け出したの？」 
「何故かは分からないが、ある日突然すべてを認めたのよ。 
というか、どうでもよくなって開き直ったというか。 
なぁんだ、みんなの言う通り俺はバカで凡人だったんだ。其れだけのことだったんだ。背伸
びなんかしなきゃよかっただけジャン。ハイ、バカでぇ～ス。一介の市井人、凡人でぇ～ス、
と素直に認めたらすっかり憑き物が落ちて、もんのすごぉく気が楽になった」 
「ふぅん」 
「もう無駄な事に時間を使うのはよそう。 
あれだけの時間があればもっと他の事が色々出来たはずなのに、勿体ない。是からはそんな
事に使っていた無駄な時間をもっと他に振り向けよう。 
そうだ、自分の好きな事をしよう、是からは、って言う処かな」 
「父と息子って、結局は敵同士みたいなもんなんだね。 
元々。俺にもそう言う処あるし」 
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